

















































































































































































































































































































































































































































































































事業継承に対する準備の改善 ５ 1２ ＊坐
1ｓが提供するサービスの品質の向上 曰 1 ８
S組織と業務の統合Ｉ ８ ＊＊Bｉ
1ｓシニアチームのリーダーシップの能力開発’９ 強 曲
ＩＴガバナンスの改善 囮 ：11
MITガバナンス導入ガイド(出所；
(原典：
(第２版)」13ページ）
ｶﾞ.－ドナーリサーチ）
■
＊
ＩＩＴマネジメント．ＩＴガバナンス
:2005年に追加された質問
議拳：2004年に追加された質問
図表ｇＣｌＯの'悩み (％）
ＩＴ分野独特の難しさ（投資の適正規模が不叩，可視化が難しい等） 4５（２５）
他の分野に比べＣＩＯのミッションが明確になっていない 1７（13）
1１（19）内の協力体制が整っていない社
ＩＴ分野についての知識，慣行，文化 1０（15）
９（７）ＩＴ分野に宙｜ける時間が少ない
社内，社外を含め関係者が多く，それらの業務分担が明確になっていない１４（１７）
エ ３（５）の他
＊ＣＩＯの責任を果たすために感じている悩み（上位１，２位を回答。（）内は２位）
(出所：経済産業省「国内ＣＩＯ実態調査報告書』2006年）
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４おわりに
以上にわたって，マネジメントにおけるＩＴガバナンスのインプリケーショ
ンとその現状について考察してきた。
改めて言うまでもなく，昨今のＩＴ化は益々著しい進展を遂げつつある。そ
の影響は今やかぎられた部門だけではなく，社内のあらゆる部門に及び，また
取引関係先等の他企業や，さらには消費者にも波及する状況になっている。
こうした経営環境の中で，ＩＴ化がもたらす「不具合」の発生に対して，多
くの企業がその負の影響に従来以上に懸念を示している。じじつ，周知のとお
り，本稿で言及した深刻なケース以外にも新たな憂慮すべき事態が現在もな
お次々と生起しているのである。
これらは，企業に直接的な経済損失をもたらすだけではなく，被害を受けた
(もたらした）企業にイメージダウンという，より甚大な長期にわたる負のイ
ンパクトを与えることにもなる。
しかし情報システムの特殊性（例えば情報システムの開発や運用プロセス
での不透明性やＩＴ化とマネジメントとの整合性の確立の困難性など）のため
にＩＴ化への対応が依然として必ずしも十分ではないことは多くが認めると
ころであろう。繰り返せば，これまで見てきたようにＩＴガバナンスに対して
企業の関心が高まりつつある背景には上述した状況への企業の強い懸念があ
る。
それでは現行のＩＴガバナンスの取り組みは十分に実施に移され，成果が得
られているのかと言えば，これまで検討を加えてきたことからも明らかなとお
り，未だしの感が強い。
ＩＴの管理範囲の拡大，管理視点の増加により組織におけるＣＩＯの果たす
べき役割が益々増大しているのである。しかしこれまで見てきたように必
ずしもＣＩＯの明確な役割設定や権限委譲が行われているわけではない。
ＣＩＯの役割が情報システムに対する責任だけにとどまらず，経営に対する
－１９－
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責任まで拡大している現在の状況を踏まえると，企業におけるＣＩＯの位置づ
けやＣＩＯへのキャリアパスをよりいっそう明確にしていくことが企業に今後
強く求められる。
注
ｌ） エンロン（EnronCorp.）は，米国テキサス州ヒューストンで，総合エネルギー
取引とＩＴビジネスを行う企業であったが，巨額の不正経理・不正取引による
粉飾決算が明るみに出て，2001年12月に破綻に追い込まれた。
http://jawikipediaorg/wiki/％E3%82％Ａ8％E3%83％B3％E3%83％ＡＤ％E3%83%Ｂ３
またワールドコム（Worldcom）は米国の大手電気通信事業者であったが
1999年から2002年５月にかけて，自社株の価格を下支えするため目社の成長性
と収益性を良く見せかけ劣化していた財務状況を隠蔽する粉飾会計を行った。
2002年７月21日にニューヨーク連邦破産裁判所に対して連邦倒産法の適用を申
請した。
http://ja・wikipediaorg/wiki/％E3％83％ＡＦ％E3％83％BC％E3％83％ＡＢ％E3％８３
％89％Ｅ3％82％Ｂ3％Ｅ3％83％ＡＯ
カネボウは，2001年度の債務超過を隠すために粉飾決算を繰り返した。バブル
崩壊以降，粉飾決算が繰り返されたのは，それを黙認する企業風土に加え，
2000年３月期から導入された連結決算を重視する新会計基準も大きく影響して
いた。連結決算により，最終利益が赤字で債務超過に陥っていることが判明す
ると銀行融資が不可能になり，また上場廃止も確実だったためである。2002年
度決算では，業績不振の子会社１５社を含めた連結決算書作成を義務づけられ，
約260億円の赤字を7000万円の黒字に，約1900億円の債務超過を９億2600万円の
資産超過に粉飾した有価証券報告書を提出し，翌年度も同様の手口で粉飾を繰
り返した。
http://ja・wikipediaorg/wiki/％E3％82％ＡＢ％E3％83％8,％E3％83％9C％E3％８２
％Ａ６－(1887-2008）
またライブドアは，2006年の有価証券報告書の虚偽記載事件を引き起こしてい
る。2004年９月期年度の決算報告として提出された有価証券報告書に虚偽の内
容を掲載したとする疑いが持たれるなど証券取引法等に違反したとされる２つ
の罪で，法人としてのライブドアとライブドアマーケティング及び同社の当時
の取締役らが起訴されていた。
https://ja・wikipediaorg/wiki/％E3％83％Ａ9％E3％82％Ａ4％E3％83％96％E3％８３
％89％Ｅ3％82％Ａ２
さらにオリンパスは，バブル崩壊時に多額の損失を出したが，歴代の会社首脳
はそれを知りつつ公表していなかった。例を見ない長期にわたる「損失隠し」
2）
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だった゜同社はこれを会計処理するために，2008年に実態とかけ離れた高額に
よる企業買収を行いそれを投資失敗による特別損失として計上して現存処理
し，本当の損失原因を粉飾しようとした。
http://jawikipediaorg/wiki/％E3％82％ＡＡ％E3％83％ＡＡ％E3％83％B3％E3％８３
％91％Ｅ3％82％Ｂ９
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